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日
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、
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産
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大島小学校６年生による「射水市こども議会体験プログラム」
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市議会議員紹介 新しい市議会議員が決定！
新体制で始動しました
（任期　2021年11月27日から2025年11月26日までの４年間）

臨時会を11月30日に開催し、新たな議長、副議長を選出しました。

　
昨
年
11
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
射
水
市
第
17
代
目
の
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
本
市
議
会
で
は
、
議
会
活
動
の
透
明
性
や
議
会
改
革
の
推
進
が
求
め
ら

れ
る
中
、
議
会
中
継
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
実
施
や
議
会
資
料
の

公
開
、
さ
ら
に
は
県
内
の
議
会
で
は
初
と
な
る
政
務
活
動
費
の
精
算
払
制
度
の
導
入
や
領
収
書

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
等
、
積
極
的
に
情
報
公
開
に
取
り
組
み
、
議
会
活
動
の
透
明
性
を
高

め
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
で
あ
り
、
議
会

活
動
の
理
念
・
原
則
等
を
定
め
た
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
条
例
で
定
め
た
「
議
会
報

告
会
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

に
お
い
て
も
、
よ
り
積
極
的
に
議
会
活
動
を
行
い
、
本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
行
財
政
改
革
、
福
祉
施
設
の
充
実
、
子
育
て
支
援
等
の
推
進
、
ま

た
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
、
さ
ら
に
は
、
Ｄ

Ｘ
の
推
進
等
新
た
な
取
組
も
含
め
た
多
く
の
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

「
市
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
を
目
指
し
て
、
す
べ
て
の
議
員
が
心
を
一
つ
に
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　山崎　晋次 議長
 （４期）
会派 自民射水の会
年齢 67歳

どうぞ議会へ傍聴に！目指
します。さらなる「開かれ
た議会」を

　高畑　吉成 副議長
 （２期）
会派 自民射水の会
年齢 51歳

息子との銭湯巡りとス
ポーツ観戦が今の楽しみ
です。子ども達の未来の
為に頑張ります。

議席 16

議席 11

 

就
任
ご
あ
い
さ
つ 

●　　　委員会構成　　　●
［委員長］ 瀧田 孝吉　［副委員長］ 加治 宏規
［委　員］ 中村 文隆、堀　 義治、奈田 安弘、高橋 久和

［委員長］ 加治 宏規　［副委員長］ 堀　 義治
［委　員］ 西尾　 哲、金　 賢志、呉松 福一、瀧田 孝吉、山崎 晋次、津田 信人

［委員長］ 中村 文隆　［副委員長］ 高橋 久和
［委　員］ 石田 勝志、山本 満夫、寺岡 伸清、根木 武良、中川 一夫

［委員長］ 奈田 安弘　［副委員長］ 不後　 昇
［委　員］ 大垣 友和、西元 勇司、杉浦　 実、高畑 吉成、吉野 省三

［委員長］ 高橋 久和　［副委員長］ 津田 信人
［委　員］ 議長を除く全員

［委員長］ 不後 　昇　［副委員長］ 堀 　義治
［委　員］ 議長を除く全員

［委員長］ 中村 文隆　［副委員長］ 高畑 吉成
［委　員］ 議長を除く全員

議会運営委員会（6人）

総務文教常任委員会（8人）

民生病院常任委員会（7人）

産業建設常任委員会（7人）

予算特別委員会

港湾振興特別委員会

議会改革特別委員会
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　石田　勝志 議員
 （１期）
会派 自民射水の会
年齢 44歳
介護の現場で培った知識と
経験を生かし、安心して笑
顔で暮らせる射水市を目指
します。

　杉浦　　実 議員
 （１期）
会派 自民射水の会
年齢 64歳
子どもからお年寄りまで誰
もが安心して暮らせる射水
市を目指して精一杯頑張り
ます。

　大垣　友和 議員
 （１期）
会派 自民射水の会
年齢 45歳
笑顔あふれる射水の実現に
向けて、皆さんの声を形に
していきます。

　山本　満夫 議員
 （１期）
会派 自民射水の会
年齢 64歳
安全で安心して住み続けら
れる射水市を目指します。

　西元　勇司 議員
 （１期）
会派 無所属
年齢 49歳
先見革新実行により人に優
しいまちづくりと成る三方
良しを目指して全力を尽く
します。

　寺岡　伸清 議員
 （１期）
会派 自民議員会
年齢 65歳
射水市の未来のためには今
が大切です。地域やふるさ
と資源を将来に繋げていき
ます。

　西尾　　哲 議員
 （１期）
会派 自民射水の会
年齢 53歳
射水市みなさんの笑顔が大
好きです。市民の幸せ実現
に向け情熱を持って活動し
ます。

　呉松　福一 議員
 （２期）
会派 無所属
年齢 83歳
国政は一元代表制で地方政
治は二元代表制で首長と議
員は別々に選ばれたことを
大切に。

　金　　賢志 議員
 （１期）
会派 自民射水の会
年齢 60歳
～未来へつなぐ～輝く射水
の実現へ！すべてのひとと
笑顔あふれる射水を創りま
す。

　加治　宏規 議員
 （２期）
会派 自民射水の会
年齢 35歳
【趣味】料理・人間観察
【好きな食べ物】
� 野菜・キノコ全般・魚

議席 １議席 ６

議席 ２議席 ７

議席 ３議席 ８

議席 ４議席 ９

議席 ５議席 10
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　根木　武良 議員
 （２期）
会派 無所属
年齢 80歳
いのちとくらしを守り、だ
れ一人とりのこさない射水
市を目指します。

　吉野　省三 議員
 （５期）
会派 自民射水の会
年齢 73歳
活力と魅力あふれる射水
市の創造を目指し、市民
満足度の向上に全力で取
り組みます。

　瀧田　孝吉 議員
 （３期）
会派 自民射水の会
年齢 46歳
【好きな食べ物】
　　ハンバーグ・ラーメン
【最近ハマッている事】
　　娘たちとのごっこ遊び

　津田　信人 議員
 （５期）
会派 自民議員会
年齢 64歳
だれもが希望をもって暮ら
せる街！活気ある街づくり
の主役は、そこに暮らす
人々です。

　中川　一夫 議員
 （４期）
会派 無所属
年齢 73歳
一層のご指導をお願い致し
ます。

　堀　　義治 議員
 （５期）
会派 自民射水の会
年齢 66歳
「地道に一歩一歩」皆様か
らのご意見の吸い上げと参
画を促す関係を築きます。

　中村　文隆 議員
 （４期）
会派 自民射水の会
年齢 57歳
４期目ですが初当選から16
年、当時の初心を忘れるこ
となく身を引き締めて頑張
ります。

　奈田　安弘 議員
 （５期）
会派 自民議員会
年齢 62歳
「政治とは、光の当たらな
い所に光を当てるもの」と
の原点に立ち返って頑張り
ます。

　不後　　昇 議員
 （４期）
会派 無所属
年齢 73歳
「大衆と共に」の基本理念
を心に刻み、人間主義の政
治の実現に取り組んでまい
ります。

　高橋　久和 議員
 （５期）
会派 自民射水の会
年齢 66歳
５期目のテーマは、議会と
市民との「信頼関係」を築
き「議会力」を高めること
です。

議席 12議席 18

議席 13議席 19

議席 14議席 20

議席 15議席 21

議席 17議席 22
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番 号 件　　　　名 結 果

第76号 射水市体育施設条例及び海竜スポーツランド
条例の一部改正について 可決

第77号 不動産の処分について 可決

第78号 指定管理者の指定について 可決

第79号 指定管理者の指定について 可決

第80号 指定管理者の指定について 可決

第81号 指定管理者の指定について 可決

第82号 令和３年度射水市一般会計補正予算（第７号） 可決

11 月 臨 時 会

12 月 定 例 会

会　期

会　期

11月30日　１日間

12月7日～24日　18日間

議決結果一覧表

議決結果一覧表

［議　案］

［議　案］

［同　意］

［同　意］

［選　挙］
番 号 件　　　　名 結 果

第61号 射水市職員の給与に関する条例等の一部改正
について 可決

第62号 射水市コミュニティセンター条例の一部改正
について 可決

第63号 射水市立歌の森小学校プール改築（建築主
体）工事請負契約について 可決

番 号 件　　　　名 結 果

第64号 令和３年度射水市一般会計補正予算（第６号） 可決

第65号 令和３年度射水市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） 可決

第66号 令和３年度射水市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第２号） 可決

第67号 令和３年度射水市介護保険事業特別会計補正
予算（第２号） 可決

第68号 令和３年度射水市水道事業会計補正予算（第
１号） 可決

第69号 令和３年度射水市下水道事業会計補正予算
（第１号） 可決

第70号 令和３年度射水市病院事業会計補正予算（第
２号） 可決

第71号 射水市フットボールセンター条例の制定につ
いて 可決

第72号 射水市国民健康保険条例の一部改正について 可決

第73号 射水市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決

第74号 射水市都市公園条例の一部改正について 可決

第75号 射水市下水道条例の一部改正について 可決

［その他］
件　　　　名 結 果

港湾振興特別委員会の設置 可決

議会改革特別委員会の設置 可決

［選　挙］
番 号 件　　　　名 結 果

第４号 選挙管理委員会委員及び同補
充員の選挙

選挙管理委員会委員
竹島教仁　長井幸雄
平野幹夫　浦上紀子

当選

同補充員
前川信彦　島崎泰子
嶋谷　優　近藤美雪

当選

第５号 庄川水害予防組合議会議員の
補欠選挙

金　賢志　加治宏則
瀧田孝吉
当選

番 号 件　　　　名 結 果

第３号 教育委員会委員の任命について 同意

第４号 監査委員の選任について 同意

第５号 監査委員の選任について 同意

第６号 公平委員会委員の選任について 同意

番 号 件　　　　名 結 果

第２号 監査委員の選任について 吉野省三
同意

番 号 件　　　　名 結 果

第１号 議長の選挙 山崎晋次
当選

第２号 副議長の選挙 高畑吉成
当選

第３号 富山県後期高齢者医療広域連合議会議員の
選挙

夏野元志
山崎晋次
当選

【議員別賛否一覧／賛成と反対の双方があった議案等について掲載】

議員名

石
田　

勝
志

大
垣　

友
和

西
元　

勇
司

西
尾　
　

哲

金　
　

賢
志

杉
浦　
　

実

山
本　

満
夫

寺
岡　

伸
清

呉
松　

福
一

加
治　

宏
規

高
畑　

吉
成

根
木　

武
良

瀧
田　

孝
吉

中
川　

一
夫

中
村　

文
隆

山
崎　

晋
次

不
後　
　

昇

吉
野　

省
三

津
田　

信
人

堀　
　

義
治

奈
田　

安
弘

高
橋　

久
和

議会改革特別
委員会の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○…賛成　×…反対　※…議長は採決に加わりません。
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12月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

1 夏野市長の思い描く本市
の未来像について

2 新年度予算編成方針等に
ついて

3 重要施策について

4 地域経済活性化について

代表質問

【自民射水の会】

瀧 田　孝 吉 議員

問①▶ 市長の思い描く本市の未
来像について伺う。

答 ▶ 市民と一丸となってコロ
ナ禍を乗り越えていくため、感染
防止対策や３回目となるワクチン
接種を着実に進めるとともに市民
生活を支え、地域経済を回復させ

る取組を迅速かつ確実に進めた
い。その上で、これまでの重点施
策に加え、誰一人取り残さない社
会、脱炭素社会・循環経済による
持続可能なまちづくり、更には多
様性を包含するインクルーシブな
社会※といった大きなテーマの実
現を念頭に、新たな射水の形を
市民並びに議会の皆様とともに描
き「未来世代に選ばれるまち」の
創造に取り組みたい。
問②▶ 新年度予算編成方針に
ついて伺う。

答 ▶ 政策的経費については一
般財源ベースで令和３年度当初
予算比マイナス３％シーリングとし
た。また特別枠について新年度は
「次代へつなぐ成長実現特別枠」
としポストコロナを見据え、生活
様式の多様化に対応する事業や、
市民生活の利便性向上を図る事
業について積極的に提案を受け
付けた。
問③▶ 射水市ＤＸについて伺う。
答 ▶ 本年８月に策定した「射
水市ＤＸビジョン」では令和７年
度の未来を想像し、誰もが利便性
を実感できる生活スタイルの変革
により、多くの人が集い、交流し、

笑顔があふれ、幸せを実感できる
「魅力あふれるまち」を目指すた
めの取組を示している。本市の取
組がモデルとなって注目されるよ
う鋭意取り組んでまいる。
問④▶ 沖塚原企業団地の状況
について伺う。

答 ▶ 令和３年11月末現在で、
盛土工事と調整池整備工事の進
捗率は約40％であり、今後、道路、
上水道工事を進め令和５年３月
の完成を予定している。企業誘致
数は現在、２社から進出申込書が
提出されており、分譲面積全体の
約40％である。

その他の質問
●新型コロナウイルス感染症対
策について
●教育関連施策について
●少子高齢化対策について
●ダイバーシティ＆インクルー
ジョンについて
●防災対策について
●観光施策について

機関や地域との連携を図りなが
ら、包括的な相談支援体制整備
に努めてまいる。

問①▶ 重層的支援体制整備事
業※について伺う。

答 ▶ 本市においても従来の対
象者ごとに縦割りで整備された公

その他の質問
●防災対策について　
●デジタル格差解消の取組につ
いて
●新型コロナウイルスワクチンの
３回目接種について

不 後　 昇 議員

1 重層的支援体制整備事業
について

一般質問 的な支援のみでは解決が困難な
相談が増えていることを認識して
いる。「参加支援」では、今年９月
に射水市ふくし総合相談センター
「すてっぷ」に、新たにアウトリー
チ支援員を配置し、ひきこもりの
方の社会参加に向け、希望に沿っ
たより丁寧な支援に取り組んでい
る。「地域づくりに向けた支援」
では、今年度、七美地域において
取り組んでいただいている「共生
社会構築モデル事業」において、
地域の様々な方が集える常設型
の居場所を設け、そこに地域の相
談員を配置することで、地域住民
が互いに気にかけあう関係性や、
ゆるやかな見守りが生まれること
を目を指している。今後も、関係

の文字については最終ページに用語解説があります。※
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1 新型コロナウイルス感染
防止対策について

2 射水市内の除雪対策につ
いて

3
学校の働き方改革を踏ま
えた持続可能な部活動改
革について

代表質問

【自民議員会】

津 田　信 人 議員

問①▶ 新型コロナワクチン３回
目の接種体制とインフルエンザワ
クチンとの両接種での確認体制に
ついて伺う。

答 ▶ 新型コロナワクチン３回
目の接種体制は、これまでの１・２
回目の接種と同様に、射水市民病

院、真生会富山病院等を始めとし
た個別医療機関を接種主体とし、
集団接種会場も開設する予定で
ある。インフルエンザワクチンと
新型コロナワクチンの両接種での
確認体制については、新型コロナ
ワクチン及びインフルエンザワク
チンの接種前に医師が予診段階
で確認することとなっている。
問②▶ 本年１月の豪雪を教訓と
した除雪体制について伺う。

答 ▶ 昨年よりＩＯＴを活用した
除雪体制の実証結果を踏まえ、
本年冬から道路監視カメラ10箇
所及び積雪センサーを６箇所設
置することで、道路交通及び積雪
状況をリアルタイムで把握すると
ともに、県や高岡市との除雪連携
路線を拡充している。除雪車にお
いても今期12台の増強を行い、故
障などのトラブルに対応するため、
予備の除雪機械を８台確保する
など、除雪体制の一層の強化を
図っている。
問③▶ 学校の働き方改革を踏ま
えた持続可能な部活動改革につ
いて伺う。

答 ▶ 文部科学省の方策に基づ
き「射水市学校部活動在り方検

討会」を設置し、令和５年度から
の休日部活動の段階的な地域移
行に向けて検討を始めたところで
ある。競技団体や指導者の確保、
保護者の費用負担等について、在
り方検討会で話し合うとともに、
令和４年度には試行的にモデル
競技を選定し、地域移行に関して
の課題を整理する。

その他の質問
●市長の４期目に向けての思い
について
●令和４年度予算編成について
●監査機能の充実強化について
●射水市国土強靭化地域計画に
ついて
●農業農村整備事業について
●フットボールセンター整備・運
営について

している。今後もＺＥＢ※化の調査
研究を進め、温室効果ガスの排
出を抑えるための取組に努めてま
いる。

問①▶ 地球温暖化を抑えるため
二酸化炭素排出抑制が求められ
ている。新設の公共建築物はゼロ
エネルギー施設にすべきであり、

その他の質問
●今年１月の大雪の教訓を踏まえ
た除雪対策について
●学校給食費の無償化について
●35人学級の推進について

根 木　武 良 議員

1 公共施設の二酸化炭素排
出抑制について

一般質問 また既存の公共建築物は断熱対
策、省エネ機器、再エネ施設を施
すべきだと考えるが当局の見解を
伺う。

答 ▶ 地球温暖化対策について
は、本市も地域の一事業者として
率先して取り組むことにより市民
及び事業者等の意識の向上、積
極的な取組を促進することになる
と考えている。本市としても様々
な取組を推進し、2050年のカー
ボンニュートラルを目指す。その
中でも公共建築物の省エネル
ギー化は重要な施策であると認
識している。これまでも新築の公
共建築物は建築物のエネルギー
消費性能の向上に関する法律に
基づいた断熱や空調設備で整備
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答 ▶ コスト負担が大きく未だ実
証段階であり、今後、調査研究を進め
国や県と連携しながら導入についての
環境整備を図っていきたい。

考えている。スポーツを通じた地域振
興や活性化につながる取組は、教育
委員会だけでなく、まずは組織横断的
に関係部局が課題やビジョンを共有し、
連携を図りながら進めて行くことが肝
要だと考えている。

芸作物については、園芸作物の戦略
的な振興の観点において、生産者や
関係機関と協議し、見直しを図る。
問②ⅱ▶ 畦畔※除去支援について伺う。

答 ▶ 県の補助事業の活用につい
て周知に努めるとともに、県に対して
要件緩和について働きかける。

その他の質問
●人口減少問題について

その他の質問
●パークゴルフ場の利用について

大 垣　友 和 議員

西 尾　 哲 議員

金 　賢 志 議員

1 小中学校の教育環境に
ついて

1
新型コロナウイルス感染症等
の影響による生活困窮者支援
について

1 市議会議員選挙について

2
ＤＸ推進によるスマート
農業と持続可能な農業に
ついて

2 スポーツ事務の教育委員会か
ら市長部局への移管について

2 水田フル活用について

一般質問

一般質問

一般質問

問①▶ 小中学校の授業でICTの利
活用による特徴的な取組について伺う。

答 ▶ 児童生徒全員の意見を共有
し課題解決方法について活発な意見
交換をしながら、思考力を高める授業
に効果的に使用している。WEB教材や
アプリケーションの活用により一人ひ
とりが習熟度に合わせ自分のペースで
学ぶことも行っている。
問②ⅰ▶ 持続可能な農業について

答 ▶ ６次産業化による付加価値
向上や地産地消の拡大など生産者と
意見交換をしながら一緒に取り組ん
でいく。
問②ⅱ▶ 中山間地域におけるスマート
農業※導入について伺う。

問①▶ 生活困窮の本市の現状と支
援体制について伺う。

答 ▶ 生活困窮の新規相談は、令
和２年度に174件で前年度比約3.2倍
に増加している。「射水市ふくし総合
相談センターすてっぷ」を市社会福祉
協議会内に設置し、生活困窮やひきこ
もり等の相談、支援をしている。一人
で悩み事を抱え込まず、市役所、市社
会福祉協議会へ、連絡、相談してほしい。
問②▶ スポーツ行政事務を健康や
観光、産業などと結び付け、地域振興、
経済活性化を図るため市長部局へ移
管してはどうか。

答 ▶ スポーツが持つ本来の意義
を鑑み、現在、適切に機能していると

問①▶ 射水市誕生以来最低の投票
率となった要因と改善策を伺う。

答 ▶ 無投票の市長選や女性候補
者不在による女性の関心の低下、全国
的な政治への関心の希薄等が影響し
ていると推察する。若者や選挙権を
得る前の年齢層にも関心が持てるよう
周知・啓発に取り組みたい。
問②ⅰ▶ 米価下落に対する支援や重
点園芸作物の取組を伺う。

答 ▶ 経営体の実情を把握し、生
産者や農業団体と連携し調査研究を
進める。高収益作物の振興は、本市に
おける水田農業の重要な課題と認識
している。射水市農業再生協議会で
指定し振興を図ってきている重点園
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保のための施策に取り組んできた。
市独自の対策としては、翌春高校を
卒業する生徒を対象とした「いみず
企業見学バスツアー」において、介
護・障がい者施設の見学などを実施
してきた。

会研修については、現在取り組んで
おり、事後研修も含めて職員力の向
上を図っていく。

大学との打ち合わせに積極的に参画
しているところである。今後の方針
については、関係部署との情報共有
や調整、連携を図りながら、それぞ
れの計画の推進に向け、具体的にで
きる施策から順次取り組んでまいる。

その他の質問
●介護サービスの基盤整備の目
標について
●新型コロナウイルス感染症の
流行発生時（第６波）の対応に
ついて

その他の質問
●コミュニティバスについて
●一体感の醸成の今後の展開に
ついて

その他の質問
●薬勝寺池公園の整備について

石 田　勝 志 議員

寺 岡　伸 清 議員

山 本　満 夫 議員

1 介護人材の確保について

1 地域力及び地域振興会の
強化について

1 中太閤山コミュニティセン
ター大規模改修について

2 太閤山地区リノベーション
について

一般質問

一般質問

一般質問

問①ⅰ▶ 富山県内にある介護福祉
士養成校４校における学生の入学者
数と定員充足率及び特別養護老人
ホームの数を伺う。

答 ▶ 今年度の県内介護福祉士
養成校の入学者数は合計で72名、
定員充足率は45.0％である。また、
県内の特別養護老人ホーム数は地
域密着型特別養護老人ホームと併
せ116施設となっている。
問①ⅱ▶ これまでに実施された、若
しくは今後予定されている人材確保
への取組内容について伺う。

答 ▶ 県の「とやま福祉人材確
保・応援プロジェクト事業」等に積
極的に参画・連携し、介護人材の確

問①▶ 射水市では、地域振興会と
協働のまちづくりを進めているが、
高齢化や担い手不足等で将来の維
持強化が必要になってきている。射
水市としての現状認識及び将来展望
を伺う。さらには、時代に適合した
地域振興会としていくよう検討を進
めていくべきではないかと考えるが
当局の見解を伺う。

答 ▶ 地域振興会は射水のまちづ
くりにとって大切なパートナーであり、
高齢化や担い手不足等の課題があ
ることは認識している。真摯に地域
振興会と向き合い、さらにはＤＸの
手法も用いるなど、地域の活力を維
持していきたい。市職員の地域振興

問①▶ 今後どのような予定でどう
取り組んでいこうと考えているのか
伺う。

答 ▶ 令和４年度に実施設計、令
和５年度に工事を行う計画である。
地元の地域振興会とは、今年度末に
大規模改修に向けた協議を開始し
ていく予定である。
問②▶ 太閤山リノベーション計画
を今後、どのように具体化する予定
なのか伺う。

答 ▶ 現在、当計画に基づき、具
体的な取組として、民間事業者が空
き店舗を改築し、学生の入居も視野
に入れたシェアハウスの立地を予定
しており、市は、事業者と富山県立
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掛けている。
問①ⅲ▶ オープン時期や利用料金に
ついて伺う。

答 ▶ オープンは来年３月、入浴料
は大人500円、小学生200円、３歳児
から６歳児までは100円、３歳未満児
は無料とする予定と聞いている。

し、補助制度をより活用してもらうよう
情報提供すべきではないか。

答 ▶ 商工団体や商店街等とも連
携し、新規出店希望者が利用可能な
空き店舗の把握や情報発信の方法等
について調査・研究を行う。

その他の質問
●射水ベイエリア及び東部地区
のまちづくりについて

その他の質問
●県民公園新港の森について
●歌の森運動公園野球場について
●いみず地域まるごと応援券に
ついて
●インフォマップとやまについて
●公園の在り方について

杉 浦　 実 議員

加 治　宏 規 議員

1 足洗温泉施設及び足洗潟
公園整備について

1 県道姫野能町線沿線につ
いて

2 商店街新規出店補助につ
いて

一般質問

一般質問

問①ⅰ▶ 「ごちゃまぜ」の空間づくり
について伺う。

答 ▶ 「ごちゃまぜ」とは、年齢や
障がいの有無を超えて、共存している
状態のことであり、社会福祉法人喜寿
会が整備する温泉施設には食堂など
大勢がにぎわう場所や足湯など静かに
くつろげる場所があり、訪れる人の気
分や体調によって様々な居場所が設
けてある。
問①ⅱ▶ 施設名称への思いについて
伺う。

答 ▶ サープレィは、サードプレイ
スの略であり、自宅や職場などとは別
の居心地の良い第３の居場所という意
味と「遊ぶ」を意味する「プレイ」にも

問①▶ 姫野能町線整備に伴い、約
40軒が物件移転対象になると聞いて
いる。受け皿となる未利用地等の情報
を提供すべきだと思うが当局の見解
を伺う。

答 ▶ 物件移転の受け皿となる宅
地整備を進めるため、旧新湊学校給
食センター跡地を宅地整備事業者に
売却したところであり、来年春頃には
販売が開始されると聞いている。新た
な宅地の情報や空き家情報バンク等
の情報を地元自治会を通じて提案す
ることで、少しでも不安の解消に努め、
住み慣れた地域に住み続けていただ
けるように努めてまいる。
問②▶ 市内空き店舗の有無を把握

特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。
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目
的
に
開
発
さ

れ
た
ア
プ
リ
で
、
情
報
発
信
・
閲
覧
が
簡
単
に
で
き
、

電
子
回
覧
板
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
行
事
の
出
欠

確
認
等
も
簡
単
に
で
き
る
。

12
月
15
日

12
月
22
日

12
月
24
日
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議
案
２
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
４
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

議
案
10
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
９
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

議
案
５
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

市
民
の
健
康
の
保
持
増
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

等
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
及
び
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
射
水
市

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　

射
水
市
陶
房
「
匠
の
里
」
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ラ
ワ
ー
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
指
定
す
る
も
の
。（
指
定
期
間
：
令

和
４
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

　

公
募
設
置
管
理
制
度
（P

ark-P
F
I

）
に
基
づ

き
、
本
市
条
例
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
が
公
園

に
飲
食
店
等
の
公
園
施
設
を
設
け
る
場
合
の
建
築

面
積
の
基
準
の
特
例
を
定
め
る
も
の
。

【
特
例
措
置
】

・
建
ぺ
い
率　

２
％
→
12
％

・
設
置
管
理
許
可
期
間　

10
年
→
20
年

・
占
用
物
件　

イ
ベ
ン
ト
看
板
等

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
本
開
発
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
内
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
、
新
た
な
賑

わ
い
創
出
を
図
る
。

射
水
市

　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
（
議
案
第
53
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

�

（
射
水
市
陶
房
「
匠
の
里
」）

�

（
議
案
第
78
号
）

射
水
市
都
市
公
園
条
例
の

�

一
部
改
正
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
74
号
）

本
開
発
地
区
土
地
区
画
整
理

　
事
業
内
の
公
園
整
備

�

（
公
募
設
置
管
理
制
度
）
に
つ
い
て

問
　
大
規
模
大
会
を
誘
致
す
れ
ば
人
が
多
く
集
ま
る

が
、
何
人
く
ら
い
観
覧
で
き
る
か
。
ま
た
駐
車
場

は
足
り
る
の
か
。

問
　
こ
の
民
間
業
者
を
選
ん
だ
詳
細
な
選
定
理
由
に

つ
い
て
伺
う
。

問
　Park-PFI

と
は
何
か
。

答　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
１
階
の
階
段
状
観
覧
ス
ペ
ー

ス
と
屋
上
観
覧
ス
ペ
ー
ス
で
両
側
合
わ
せ
て
約

６
０
０
人
、
ま
た
フ
ィ
ー
ル
ド
周
囲
で
自
由
に
観

覧
で
き
る
。

　
　

駐
車
場
は
臨
時
駐
車
場
を
含
め
て
約
４
０
０
台

は
確
保
し
て
い
る
が
、
大
規
模
大
会
で
は
周
辺
施

設
と
協
力
し
て
対
応
し
た
い
。

答　

現
在
利
用
の
少
な
い
研
修
棟
を
活
用
し
た
生
け

花
教
室
の
開
催
や
、
陶
芸
と
生
け
花
を
同
時
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
の
新
設
な
ど
積
極
的
な

自
主
事
業
の
実
施
の
ほ
か
、
施
設
を
利
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
や
同
社
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
独

自
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
取
組
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
施
設
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
と
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

答　

飲
食
店
等
の
公
募
対
象
公
園
施
設
（
収
益
施

設
）
と
、
園
路
・
広
場
等
の
特
定
公
園
施
設
を
一

体
的
に
整
備
す
る
民
間
事
業
者
を
公
募
に
よ
り
選

定
す
る
制
度
で
あ
る
。
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　寒中お見舞い申し上げます。昨年11月の市議会議員選挙では、新人も多数立候補し８年ぶり

の選挙となりましたが、投票率は過去最低の54.58%でした。このことは議会に対する関心度の

表れとして、議員一人ひとりが真摯に受け止めなければなりません。その上で今後は、議員とし

て襟を正すとともに、信念を持って活動し、少子高齢化対策や地方創生、また、行財政改革など

に取り組み市民の皆様の幸せの実現と市勢進展に全力を挙げてまいります。そして新しい時代に

ふさわしい開かれた議会、信頼される議会を目指して、より一層の議会改革に鋭意取り組んでま

いりますので、市民の皆様からの温かいご指導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い致します。

瀧田　孝吉　広報委員会委員長編集後記

傍聴者数

本会議……  4 人
委員会……10 人

合計 14 人

11月臨時会
本会議……34 人
委員会……36 人

合計 70 人

12月定例会

議 信通会
～市議会だより用語解説～ 代表質問・一般質問における用語を

解説しています。

［委　員　長］
　瀧田　孝吉
［副委員長］
　加治　宏規
［委　　員］
　高畑　吉成
　中村　文隆
　山崎　晋次
　不後　　昇
　奈田　安弘
　高橋　久和

●広報委員が新しく
　なりました。

3月定例会は、２月28日（月）から始まります。

スマート農業
（P8）

ロボット技術や情報通信技術（ＩＣＴ）を活用
して、省力化・精密化や高品
質生産を実現する等を推進し
ている新たな農業のこと

畦
けいはん

畔
（P8）

田んぼに注いだ水が外にもれな
いように田んぼのまわりを囲う
ように作った盛り土部分のこと
で、田んぼの見回りなどで歩く
道としても使われている

ＺＥＢ
（P7）

エネルギーの生
成と消費の収支
がプラスマイナ
スゼロになる建
物のこと

インクルーシブな社会
（P6）

障害だけでなく、性別、
年齢、国籍や宗教、文化
などの多様性を認め合
い、ともに暮
らして行こう
とする社会

重層的支援体制整備事業
（P6）

市町村における既存の相談支援等の取組を
生かしつつ、地域住民の複雑化・複合化し
た支援ニーズに対応するた
め、相談支援、参加支援、地
域づくりに向けた支援を一体
的に実施する事業

11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会




